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　設立間もないため 2014 年 12 月 9 日時点での会
員数は 407 名と小規模ながら、2014 年 4 月に開催
された第 2回国内大会参加者数 168 名、2014 年 9














ター（Japan Science and Technology Agency Research
























ビス工学研究センター 主任研究員 竹中 毅氏に資
料提供および議論等のご協力を賜った。記して感謝
する。
1）　吉川 弘之：サービス科学概論 , 人工知能学会誌 , Vol. 23, No. 6, pp. 714-720 （2008）
2）　吉川 弘之：サービス工学序説―サービスを理論的に扱うための枠組み , 構成学 , Vol. 1, No. 2, pp. 111-122 （2008）
3）　上田 完次 , 淺間 一 , 竹中 毅：人工物の価値とサービス研究 , 人工知能学会誌 , Vol. 23, No. 6, pp. 728-735 （2008）
4）　日高 一義：サービス・サイエンスにまつわる国内外の動向 , 科学技術動向 , Vol. 57, pp. 12-22. （2005）：
　　http://hdl.handle.net/11035/1675
5）　戸谷 圭子：サービス学をサービス実務にどう役立てるか？ , サービス学会誌：サービソロジー , Vol. 1, No. 1, pp. 6-7 
（2014）
究開発プログラム（Service Science, Solutions and


























































7）　経済産業省：平成 25 年度産業技術調査事業 （サービス工学分野技術戦略マップブラッシュアップ事業）報告書
8）　文部科学省：サービス科学・工学の推進に関する検討会：
　　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/012/
9）　産業技術総合研究所サービス工学研究センター：平成 21 年度 ITとサービスの融合による新市場創出促進事業（サー
ビス工学研究開発事業）成果報告書：https://unit.aist.go.jp/cfsr/contents/meti-h21/project_top.htm
10）産業技術総合研究所サービス工学研究センター：平成 22 年度 ITとサービスの融合による新市場創出促進事業（サー
ビス工学研究開発事業）成果報告書：https://unit.aist.go.jp/cfsr/contents/meti-h22/project_top.htm
11）産業技術総合研究所サービス工学研究センター：平成 23 年度次世代高信頼・省エネ型 IT基盤技術開発・実証事業
（サービス工学研究開発分野）「本格研究による人起点のサービス工学基盤技術開発」成果報告書：
　　https://unit.aist.go.jp/cfsr/contents/meti-h23/project_top.htm
執筆者プロフィール
